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論文内容要
旨
研究目的
 各種心肺疾、懇々者の一酸化炭素肺拡散能力(DLGO)を凄腕毛細管血量(v℃)及び肺1創漠拡
 散能力(DM)の因子にわけて測定し,臨床症状冷よぴ経過等と対比させてその臨床的意義を追
 求しようとした。
研究方法
 DLeoはFors七erの一回呼吸法により測定し,VGD}、fは同じくFors七epRough七一
 〇nらにより導き出された1/DLCO二1/DM+1/θVCから言1算により求めた。対象はA-G
 Bエock症候群10名,Sarooidosisマ3名,肺癌18名,肺線維症9名,気管支囎患8名,
 肺気腫21名,肺結核10名冷よび心疾患28裟流,'対照として健康人27名の測定も行った。
研究成績
 健肩モ者のDLCO,VG冷よ乙耳DMの平出匂11江並びに桟匙蚤色{稲差lrよ,それそやL295±3.8C織/1皿i・皿
 海皿Hg'胆6Z4士12.7ccむよび80.6土22.80Cんi且/短血Hgで毒つた。v'Gは身長,体重
 体表面積・肺容量に対し相関は0、55‡0.52・0.45・0.44で有意の相関は認められず・また
 DMにつ矯てもそのいづれとも全く相関が認められ左かった。DLGOはVG,DMに対しそれぞれ
 0.71,0、79と強い粗関々係を示した。A-GBlock症候群についてはAustnan,αa-
 enslerらのcri七eriaを満足する10例について測定した。本症の拡散障害にはDMの障
 害を主とするもの,Vcの減少が大きぐ影響しているもの,両者の低下によるものと5群に大別
 『されブヒ。づ一なオつちMicrolithiasis,Silicosisは1春季に,Sarcoido8isは豆群
 に,Scleroder通iαはH工群に入れられたが病症が高度になるとVG,DMともに減少した。
 又本症候群患者で最も特徴的左自覚症である運動時の息切れとDLCO,VG,DMとの関係では
 DLGO・DMの減少程度と息切れとは相関は認められず、VGの減少をきたした患者で息切れが
 認められた。
 Sαrco⊥dosisでは肺レ線像より肺門型,肺野型に分けて観察した。肺門型ではDLGO,
 VG3DMとも健康人に比べ有意の差を認めなかった。しかし肺野型で越DLOO・VG・DMい
 づれも減少し,VGの減少が著明であった。
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 肺癌にかいてはDLeo・VG・DMいづれも減少していることを観察した。肺レ線分類上,肺
 門腫瘍星ではVGが低下し,末梢型ではVC,D}.エともに減少し,揺覆型ではDMの減少が若明
 であった。肺癌に壽ける拡散障害は肺の主病巣のみならずSubradiographlG左転移病巣
 が,五,ii胞膜むよび血管系に影響を及ぼし,その侵憂の程度により拡磁章害の種々の形態をとり得
 るものと考えられた。.
 柿線維症をレ線上,び慢性肺線維症と局所性肺線維症とに分けゴLCO,VG,DMを測定した。
 局所性肺線維症ではDLCOの軽度減少は有意差でなく,VG}DMは正常範囲にあった。び慢性肺
 線維症ではDLGO力載少し,VGが正常であってもDMの減少が著明であったことが注目された。
 気管支喘息ではVeの増加が著るしく,DLGOも健康者に比べ大であったが.DMは有意の変動
 を示さなかった。肺気腫ではDLGO,D}、エが減少し,気管支喘息に比べDLeo,VG,DMいづれ
 も低い値を示した。しかし肺気腫の個女の症例ではDLGO,VG,D1,iともぱらつきが大きく,拡、
 散能力測定のみで気管支喘息との鑑別は不能であった。しかし著者の成績では気管支喘息での
 DLGO・Veが正常以下に減少した例が全くなかったから・DLGO,VGの減少を認めた場合には・
 気管支喘息と肺気腫との鑑別に役立っ因子と思惟された。臨床的にはli…li気腫でDLOO,VG7Dl、エ
 の減少を示した患者は労作時の、獣切れな訴えた者が多かった。しかし1回呼吸法によるDLCO
 の測定は,肺気腫の如き高度の肺内ガス分布障害のある場合,肺胞気採取の問題,呼吸停止時闘
 のとり方,肺気量測定士の問題,不均等換気一血流分布の問題等を考癒して,司競のVG,D}.エの
 測定値に対しては慎重に批評すべきと観察された。
 肺結核ではMini皿alleslon,皿oderatelyadvanoedまではDLeO,VCお・よび
 DMともに健康者に比べ有意義な差がなヵつたofa£advancedではそのいづれも減少を認め,
 ことにDMの低下が著明であった。又faradvaIlGedでは肺容flヒ当りのDLOO,VG,DMを
 継し雌麟のそれと出炭したがVgバτパ酬加・D}・1紘鰍少を榊た・
 心内シャントを有するASD,VSDではDLCGの増加,VOの著明な増加を認めDMは減少して
 いることを観察した。レ線上うつ血陰影の有無に分けて検討すると,両者ともVGは同程度増加
 し・かつうつ血陰影の認める群でD1、iの障害が著明であった。これは心疾患でのうっ血性陰影は
 長期にわたる充血のために生ずる肺の線維性変化を基調としていると示唆する。右心カテーテル
 所見との対比でVGは肺血流量と7二a59の相関を認めた。心疾患でのVG,DMの測定は肺血
 流量の増減,肺高血圧の程度,肺実質の変化,病期の程度をもある程度知り得ることを実証した。
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卵口目自
 各種山流疾患でDLCOをVe,DMにわけて測定し〕覧D豆〕0・VO,DMり増r戒の梯櫓ま呑む肺疾患で特異1生に・
 また二次的に変化し,但飢も病期に関係力験ぐ,鑑別診断のみならず,予・衡!i思て役立つことに知見を加えた。
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 番査系,il果の要旨
 著者はROughtOf1-F∩rster法にしたがい,一回呼吸法により各種心肺疾患々者の一酸化
 炭素締拡散能力(DLco),肺毛細管血重(Ve)かよひ肺胞膜拡散能力(DM)の分離測定を試
 み,臨床症状および経過等と対比させてそ'の臨床的意義を追求しようとした。対象はA-CblocL
 症候群1n名,sareoidosゴs、玉名,肺繊18名,肺線維症9名・気管支喘息8名,肺気腫
 21名肺結核10名むよぴ心疾患28名で,対照として健康入27名の測定も行い次の結果を得てい
 る。
 t鯵康者のDLeo・Ve卦よびDMの平均値寿よび標準偏差はそれぞれ295±58ec/
 ηlh】/n]mHg,6Z4士12・7㏄お・よび8〔〕・6士228ce/frjfゾmηIHgであり,DLcoとVc・DMの
 闇に1ぱ弾い相関を認めた。
 2.A-rlbl∩ek症値群の拡散障害にはDMの障害を主とするもの・Veの減少が大きく影響
 しているもの・両零D低下によるものと3群に大別された・しかし病症が高度になるとVc・DM・と
 も1て減少『するものと;考えられる。
 5、9呂reoidos蛤の肺門型.ではDLC∩,Vρ,DMとも健康人に比べ有意……iを示さず,肺野
 型ではVeの減少が著明であった。
 4.肺癌にむけるDLco・Vo・DMはいづれも減少を示したが・肺レ総分類上・肺門胴・瘍型では
 Veの低下が著るしぐ末梢型ではVらnMの減少を・播種型ではDMの減少が著明であった。
 5.肺線維症ではDLeO,DMが低下し、とぐにび慢性はづ・さい韓を示した。
 6.気管隻'喘息ではVeの増加が著るしぐ,DLρ∩も健康煮にとヒペ大であづ爽が・DMは有意の変
 融を示さなかった。一方肺気腫ではDLeo,DMが減少し,か、る患者に労作時Z⊃,曽,切れを訴えた
 諸が多かった。
 Z肺結核では中等度症までDLe∩,VeかよぴDMとも鰹康省に比べ変りなかった。高度症で
 DMD低下が著明であった。
 8.心内シャントを有するASD,VSDではDLeoZ)増加,Veの著増を認め,他方DMは減
 少を示した。レ線上うつ血性陰影のあるものにDM障害が著明であった。
 す左わち著名はDLe∩,Ve,DMの増減の様相は各心肺疾患で特異性,またこ次的に変化し,何
 れも病期に関係が強く,鑑別診断のみ左らず,予後判定に役立つことに知昇を得ている。
 よって,本論文は学位授与に値するものと判定する。
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